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多賀城市放課後子ども教室推進事業について 

 

１ 事業の目的 

放課後や週末、長期休業期間等に、子どもたちの安全・安心な活動拠点（居場所）を設け、地域の

方々の参画を得て、子どもたちの学習やスポーツ・文化活動、地域住民との交流活動等を実施するこ

とにより、子どもたちが地域の中で心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進するもの 

２ 活動内容 

活動の中心は、子どもたちの自主的な学習や遊び。学習（宿題や自主学習）やスポーツ、ゲーム、

自由遊び、スタッフの方々との交流活動、イベントで講師を招いての体験学習等、幅広い多くの活動

が行われている。 

３ 活動日時 

・ 月・水・金曜日（概ね週に３回）：授業終了後～１６時３０分 

・ 長期休業期間中・休日     ：午前中（９時～１１時３０分） 

４ 登録状況（平成３０年１１月２９日現在） 

(1) 多賀城小学校 

・ 活動場所  ：多目的ホール、校庭 

・ 運営スタッフ：１５人 

・ 登録児童  ：１０５人（うち放課後児童クラブ利用者 ２８人）  

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 計 

男 １６ ７ １５ １ ２ ２ ４３ 

女 ２４ １１ １１ ９ ４ ３ ６２ 

計 ４０ １８ ２６ １０ ６ ５ １０５ 

(2) 多賀城八幡小学校 

・ 活動場所  ：生活科室、校庭 

・ 運営スタッフ：１０人  

・ 登録児童  ：９５人（うち放課後児童クラブ利用者 ２６人） 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 計 

男 １５ ８ １５  ３ ４ ０ ４５ 

女  １８ ８ １２ ５ ５ ２ ５０ 

計 ３３ １６ ２７ ８ ９ ２ ９５ 

(3) 多賀城東小学校 

・ 活動場所  ：視聴覚室、校庭 

・ 運営スタッフ：１１人  

・ 登録児童  ：６５人（うち放課後児童クラブ利用者 ２３人） 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 計 

男 １２  ６  ６ ２ ０ ０ ２６ 

女 １９  ３ ５ １０ ０ ２ ３９ 

計 ３１ ９ １１ １２ ０ ２ ６５ 

(4) 山王小学校 

・ 活動場所  ：体育館、校庭 

・ 運営スタッフ：１６人  

・ 登録児童  ：１２３人（うち放課後児童クラブ利用者 ３４人） 
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 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 計 

男 ２１ １９ １０  ６ ２ ４ ６２ 

女 ２１  ２２  ３ ３ １１ １ ６１ 

計 ４２ ４１ １３ ９ １３ ５ １２３ 

(5) 天真小学校 

・ 活動場所  ：図工室、校庭 

・ 運営スタッフ：１３人  

・ 登録児童  ：９３人（うち放課後児童クラブ利用者 ３４人） 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 計 

男 １７ １ ７ １１ ５ １ ４２ 

女 ２２ １４ ８ ３ ４ ０ ５１ 

計 ３９ １５ １５ １４ ９ １ ９３ 

(6) 城南小学校 

・ 活動場所  ：体育館、校庭 

・ 運営スタッフ：１６人  

・ 登録児童  ：１５４人（うち放課後児童クラブ利用者 ５２人） 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 計 

男 ２１ ２３ １６ １２ ６ ０ ７８ 

女 ３３ １１ １６ １１ ５ ０ ７６ 

計 ５４ ３４ ３２ ２３ １１ ０ １５４ 

５ 活動の様子 

【学習】              【室内遊び】            【外遊び】 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 成果と課題 

(1) 成果 

・ 市内全ての小学校で放課後子ども教室が開設されたことで、地域全体で子どもたちを見守り、育

てる環境が着実に整備されてきている。 

・ 毎年、多数の児童が登録してきていることから、この取組は子どもや保護者にとっては、地域に欠

かせない子育て支援の取組の一つになってきている。 

・ 教室での過ごし方のリズム（宿題→遊び）が定着し、異学年同士一緒に遊んだり勉強を教え合っ

たりする姿が見られている。 

・ 放課後子ども教室、放課後児童クラブでの連携を密にしていて、平成２９年度は放課後児童クラブと

合同でのイベントを実施することができた。（今年度は夏休みに合同イベントを計画していたが、熱

中症が心配されるために中止となっている。） 

(2) 課題 

・ 仕事や体調不良のために従事できないスタッフが増えているので、運営スタッフの確保が課題と

なっている。 

・ 今年は熱中症が心配されるために夏休み中の活動を中止することがあった。次年度以降について

も今年度同様の状況が考えられるので、夏休み中の活動について再考する必要がある。 


